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NY マーケットレポート（2018 年 2 月 7 日） 
 

 

出所：SBILM 



 
                                           

2 

NY市場レポート 
 

≪ NY市場概況 ≫ 

 

NY 市場では、米長期金利の上昇傾向を受けて、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。また、序盤下落して始まった米主要

株価が堅調な動きとなったことで、投資家のリスク意欲が回復したとの見方も影響した。そして、米上院指導部が 2年間の予算

で超党派の合意が成立したと発表し、政府機関の閉鎖が回避される見通しになったことから、ドルは底固い動きとなった。一方、

ドイツのメルケル首相率いるキリスト教民主・社会同盟（CDU・CSU）と社会民主党（SPD）が連立協定で合意に達したもののほ

ぼ織り込み済みであり、ユーロの支援材料にはならず、主要通貨に対してやや軟調な動きとなった。そして、午後には株価がマ

イナス圏まで下落したこともあり、ドル円・クロス円も上値の重い動きとなった。 

 

 

米国の主な要人発言 

 

カプラン・ダラス連銀総裁 

・米国、完全雇用をオーバーシュートする公算大 

・緩和策、辛抱強く均衡のとれたやり方で解消が賢明 

・市場の調整があるのは健全 

 

 

ダドリー・ＮＹ連銀総裁 

・銀行業績と報酬の関連性を高めることは可能だ 

・株式相場の急変、景気見通しに影響与えず 

・株価下落、まだ中央銀行が重視する話ではない 

・大幅下落が続くならば「影響するだろう」 

 

 

トランプ米大統領 

・良いニュースで相場が下がるのは「大きな誤り」 

 

 

エバンス・シカゴ連銀総裁 

・インフレ上向けば、さらなる利上げ支持へ 

・現在のデータ、年央までの据え置きを正当化 

・米失業率、2020年末までに 3.5％に低下へ 

・米当局は必要なら資産売却あり得る､恐らく必要ない 

・リスクはインフレ加速の方向に動いているようだ 

・インフレが上昇するなら、一段の利上げを支持する 
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序盤堅調な動きも、午後には上値が重く、反落となった 

 

NY 株式市場は、序盤に下落したものの、割安感が出た銘柄などを買い戻す動きが優勢となり、その後は堅調な動きとなった。

ただ、依然として不透明感が残っているとの見方も根強く、終盤まで不安定な値動きが続き、主要株価は反落となった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

出所：データを基に SBILMが作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
                                           

4 

序盤は比較的堅調な動きも、終盤にはやや上値の重い動きが続く 

 

米長期金利の上昇傾向を受けて、円売り・ドル買いが進み、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。また、序盤から米主要株

価が堅調な動きとなったことから、投資家のリスク意欲が回復したことも影響した。ただ、午後には株価がマイナス圏まで下落

する動きとなったこともあり、ドル円・クロス円も上値の重い動きとなった。 

 

 
出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


